
市民公開講座 「脳卒中最前線」
～大切な人が倒れないために、倒れたときに～

日時：2018年11月25日(日曜)

14:00～16:00(13:30開場)

会場：横浜市立大学附属市民総合医療センター6階会議室

第1部 司会：横浜市立大学附属市民総合医療センター 神経内科 上田直久 先生

演題1 「脳梗塞治療の最近の話題」 (15分)
横浜市立大学附属市民総合医療センター 神経内科 萩原 真斗 先生

演題2 「最新の血管内治療について」 (15分)
横浜市立大学附属市民総合医療センター 脳神経外科 間中 浩 先生

演題3 「回復期リハビリテーションについて」 (15分)
横浜市立脳卒中・神経脊椎センター リハビリテーション科 前野 豊 先生

演題4 「脳卒中にならないように、でもなってしまったら・・・栄養管理について」
佐藤病院 栄養部 管理栄養士 辻村 裕美 先生 （15分）

共催：横浜脳卒中・リハ連携研究会 サノフィ株式会社 後援：南区役所

開会の辞：横浜市立大学附属市民総合医療センター
神経内科 上田 直久先生

閉会の辞：佐藤病院 脳神経外科 横田 京介 先生

第2部 司会：横浜市立大学附属市民総合医療センター 脳神経外科 坂田勝巳 先生

演題5 「脳卒中後に使える公共サービスとは」 (15分)
横浜市立大学附属市民総合医療センター 医療ソーシャルワーカー

若杉 美千子 先生
演題6「脳卒中後の生活について～体験談～」
中途障害者地域活動センター フレンズ南メンバー様（発表10分・質疑5分）

●【質問コーナー】 10分

休憩（15分）

横浜市南区浦舟町4－57

入場無料 事前申し込み不要
定員：75名

共催：横浜脳卒中・リハ連携研究会 サノフィ株式会社 後援：南区役所




